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このお便りは、横浜市の「架け橋プログラム」の一環として発行しています。 

架け橋期の保育・教育の充実のために、みなさんの取組に生かしてください。 

こども青少年局保育・教育支援課  幼保小連携担当 045-671-3731 

  kd-youhosyo@city.yokohama.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2年目を迎えた「探究心を育む『遊び』研究会」

に、今年は 39施設から 57名の研究員が集まり、遊

び込む子どもの姿を求めて研究を重ねてきました。 

報告会は市庁舎アトリウムで９つのブースに分

かれ、動画や展示物を使ったポスターセッションで

各施設からの報告を行いました。 

★市長賞 

横浜市鶴見保育園 

科学遊びを楽しもう！ 

～みんなで創る北極の世界～ 

★こども青少年局長賞 

本郷特別支援学校（＊「NAO」は Aldebaran の登録商標） 

「レストランごっこ・おままごと」に見る・感じる 

子どもの変化 ～コミュニケーションロボット 

「NAO＊」との出会いを通して～ 

永田台小学校 

きょうしつ むしいっぱい だいさくせん 

～虫への親しみをもち、 

自分本位の関わりから 

 相手意識をもった関わり方へ～ 

★第一生命横浜総合支社長賞 

杉之子幼稚園 

泥だんご作りからの遊びの発展 

かさまの杜保育園 

「いたち川探検隊」 

〜地域を知るきっかけと子どもと作る探検隊〜 

★審査員特別賞 

横浜市永田保育園 

子どもたちの遊びの中のイメージを広げ友だちと 

共有しながら様々な遊びを継続して楽しむ環境 

作り（段ボールなどを使って） 

協賛である第一生命株式会

社の提供で、素敵な副賞も

授与されました！ 

○発表のすべてに、子どもに寄り添いワクワクを共

有する大人の姿があった。ちょっとした仕掛けや

環境設定をすることで子どもの探究心が大きく

刺激されることが分かった。（園関係参観者） 

○園での活動状況は保護者になかなか見えてこな

いが、このような場に参加することでどのような

ねらいをもっての活動かよく分かった。（保護者） 

〇子どもも保育者もともに楽しみ学んでいこうと

いう気持ちが、園内に広まった。（研究員） 

○民間も入りイベント性もあり研修の中身も濃い

このような学びの場はなかなかない。（研究員） 

研究員や参観者から、たくさ

んの感想が届きました。 

主体的に遊び込む子どもの姿とそれを支える保育

士・教諭の温かいまなざし、丁寧な手立てからは、子

どもの育ちと学びを支える保育・教育の現場の素晴

らしさをたくさん感じることができました。 

去る２月３日（土）市庁舎アトリウムで行われた報告会には、休日にもかかわ

らず５００名を超える来場者がありました。「遊び」が「学び」であることを、

夢中になる子どもの姿を通して多くの保護者・市民に伝えることができました。 

 


